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愛知県共同募金会 佳作（ポスターの部）

赤い羽根協賛児童生徒作品コンクール優秀作品 �  1
会長新年あいさつ／各種福祉大会顕彰者紹介 �  2・3
にっしんボランティアニュース �  4

～「福祉だより」点訳版・音訳版もあります。ご希望の方はお問合せください。～

主な
内容

活動報告  �  ５
養成講座のご案内等/寄贈・ご寄付報告/今後の予定 
� ６

　第75回赤い羽根協賛児童生徒作品コンクールに市内小中学校の児童・生徒の皆様から多数のご応募をいただきまし
て誠にありがとうございました。
　応募総数237点のうち、愛知県共同募金会佳作、日進市共同募金委員会会長賞について掲載します。（順不同・敬称略）

第75回 第75回 赤い羽根協賛 児童生徒作品コンクール優秀作品赤い羽根協賛 児童生徒作品コンクール優秀作品

小
椋 

維
乃

（
竹
の
山
小
学
校
３
年
）

朝
比 

咲
喜

（
香
久
山
小
学
校
４
年
）

鈴
木 

優
羽

（
相
野
山
小
学
校
５
年
）

河
内 

絢
音

（
相
野
山
小
学
校
６
年
）

涌
澤 

心
春

（
梨
の
木
小
学
校
６
年
）

福
森 

涼
寧

（
日
進
西
中
学
校
１
年
）

安
井 

み
な
き

（
日
進
東
中
学
校
３
年
）

優
秀
作
品
は

こ
ち
ら
か
ら

１月～３月は『オールにっしんスマイル　募金』をテーマに募金運動を実施します！
生活にお困りの世帯やひとり親世帯等の子ども達、離職者など、現在苦しい状態にある人が心から笑える環境を作ることを目指し、子ども
食堂やフードドライブ、学習支援など人と人とのつながりで支え合う活動を応援するための募金活動を実施します。
市内公共施設･協力店舗に募金箱を設置しますので、ご協力をお願いいたします。

西條 葵
（赤池小学校３年）

加藤 颯煌
（北小学校４年）

望月 蓮斗
（南小学校４年）

藤城あやこ
（南小学校５年）

加藤 颯真
（北小学校６年）

江尻 真悠
（日進東中学校２年）

山下 真穂
（日進西中学校３年）

愛知県共同募金会 佳作（書道の部）

佳作受賞の皆さん

日進市共同募金委員会会長賞（ポスターの部）日進市共同募金委員会会長賞（書道の部）
古田 優芽　（南小学校３年）
山田 実來　（東小学校４年）
岩本 優花　（南小学校４年）
小川 日葵　（東小学校６年）

阿部 葵　　（日進西中学校１年）
鈴木 千遥　（日進西中学校２年）
間瀬 心和　（日進東中学校２年）

村田 遥香　（梨の木小学校１年）
青島 采美　（北小学校２年）
杉山 実咲　（南小学校４年）
北村 彩結　（竹の山小学校５年）

加藤 さくら　（西小学校６年）
内村 有里加　（日進北中学校３年）
渡邊 紗彩　　（日進北中学校３年）

😊
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新年、明けましておめでとうございます。
皆さまにおかれましては、輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
日頃より本会の運営・事業の推進に対しまして、深いご理解ご協力を賜り心よ

り感謝申し上げます。
地域住民が抱える課題が複雑化・複合化する中、高齢・障害・子ども・困窮を連
携ワードとし、人と人がつながり、人と地域がつながるよう、「分野を問わない相
談支援」、「参加支援」、「地域づくりに向けた支援」の３つの支援を柱とし、一体
的に実施する、『重層的支援体制整備事業』を推進するなど、多様化した福祉課
題に対応できるよう、市民の皆様を始め、関係機関・団体と連携を図りながら、誰
ひとり取り残さない「ともに暮らす安心な地域社会づくり」に努めてまいります
ので、より一層のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
末筆ながら、本年も皆さまにおかれましては幸多い年でありますように心か

らご祈念申上げまして、新年のあいさつとさせていただきます。

会長新年あいさつ

日進市社会福祉協議会
会長  青山 雅道

令和５年11月19日（日）、日進市社会福祉功労者等表彰式を行いました。
受賞された方々は次のとおりです。（順不同・敬称略）

日進市社会福祉功労者等表彰を行いました

【保護司】
青木 信明

【社会福祉団体の役員】
竹内 由美子　　岡田 美穂　　渥美 まみ

【浄財寄付者】
社会福祉法人 東海テレビ福祉文化事業団

日進市社会福祉協議会会長表彰状受賞者 日進市社会福祉協議会会長感謝状受賞者

令和４年度に多額のご寄付をいただきました
ので、愛知県共同募金会会長より感謝状が贈ら
れました。

三幸土木株式会社　　山東株式会社

愛知県共同募金会会長感謝状受賞者

【社会福祉団体の役員等】
土井 芳己　　福西 勉　　鈴村 直宏
大森 貫二　　浅野 民子

【浄財寄付者】
愛知日進モラロジー事務所
岩崎振興会
あいち尾東農業協同組合日進基幹支店

【その他、社会福祉事業に著しく貢献した者】
J.Salon with U（ｼﾞｪｲｻﾛﾝｳｨｽﾞﾕｰ）
ワンズパス(one's path)
日進絆子ども食堂

表彰状を受賞
された皆さん

感謝状を受賞
された皆さん
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〔奉仕功労者〕　竹内 由美子
	  愛知県共同募金会会長表彰状受賞者 	

日進高校のボランティアさん。
楽しく頑張ってくれました。ありがとうございます。

フードドライブコーナーでクイズにチャ
レンジ！！

顕彰者紹介

令和５年12月22日（金）にドルフィンズアリー
ナ（愛知県体育館）にて第71回愛知県社会福祉大
会が開催されました。
日進市内で受賞された方々は次のとおりです。

日進市内で受賞された方々は次のとおりです。

（順不同・敬称略）

愛知県社会福祉大会 愛知県老人福祉大会

日進市内で受賞された方々は次のとおりです。

愛知県子ども会大会

〔民生委員・児童委員〕　丹羽 むつみ
〔社会福祉施設・団体役職員〕　岡野 恒太朗

	  愛知県社会福祉協議会会長表彰状受賞者 	
井口 紘一

	  愛知県知事感謝状受賞者 	

〔民生委員・児童委員〕　蟹江 寛治
〔社会福祉施設・団体役職員〕
河村 博行　　艸分 隆治　　倉橋 幸彦
早崎 幸代　　山本 秋子　　浅田 将義
村野 知世　　磯輪 美香　　中田 有香

〔市区町村社会福祉協議会役員等〕
住田 敦子　　宮田 恒治　　牛田 由美子
諏訪 正美　　竹内 由美子　伊藤 志門

〔その他　社会福祉事業の進展に寄与した者〕
五色園健康体操

	  愛知県社会福祉協議会会長感謝状受賞者 	

健康・福祉フェスティバル健康・福祉フェスティバルを開催しました！を開催しました！

11月19日　日進市スポーツセンターにて健康・福祉フェスティバル
を開催しました。
たくさんの方にご来場いただきました。ありがとうございました。

〈優良老人クラブ〉　岩崎・町竹いきいきクラブ
	 愛知県老人クラブ連合会会長表彰状受賞者 	

〈優良子ども会〉　石兼子ども会
	  愛知県知事表彰状受賞者 	

〈優良子ども会〉　本郷白山子ども会
	  愛知県社会福祉協議会会長表彰状受賞者 	

〈老人クラブ育成功労者〉　木谷 厚雄
	  愛知県老人クラブ連合会会長感謝状受賞者 	

〈優良子ども会〉　日東西子ども会
	 愛知県子ども会連絡協議会会長表彰状受賞者 	
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●ボランティア相談 月曜日～土曜日 ８時30分～17時

日進市社会福祉協議会ボランティアセンター  日進市社会福祉協議会ボランティアセンター  TEL：TEL：0561-73-48850561-73-4885

「災害ボランティアセンター」は、災害発生時のボランティア活動を効率よく推進し、速やかな復興を支援するため、社会福祉
協議会が設置します。

災害ボランティアコーディネーター養成講座
災害時に、被災地に駆けつけたボランティアの受付・整理を行い、被災者のニーズを把握してボランティ

アと結びつける役割を担う「災害ボランティアコーディネーター」を養成します。

聞こえにハードルのある方へ正確な情報を伝えるための
要約筆記や、パソコンを使った伝達方法を学び、ろう・難聴
者等への理解を深め、地域で暮らす・支える事について考え
てみませんか。

申込QR▶

●と　き：�令和６年２月10日(土)�
午前９時30分～午後３時30分

●ところ：�日進市中央福祉センター２階　多機能室
●�内　容：�①日進市の防災対策の取り組み�

②災害ボランティアコーディネーターの役割について�
③災害ボランティアセンターの設営・運営の体験

●対　象：�市内在住・在勤・在学の高校生以上の人

●講　師：日進災害ボランティアコーディネーターの会会員等
●定　員：�20人（申込順）全課程を受講された方には修了証

を発行します
●�申込方法：�１月22日（月）までに①住所②氏名③年齢④電

話番号を日進市社会福祉協議会へ�
（電話、FAX、メール、QR可※件名に養成講座名
を記載してください）

いきがい・健康づくりにボランティアをしてポイントを貯
めませんか。
10ポイントで1,000円の交付金等に交換できます。
次の日時で説明＆講習会を開催します。是非ご参加ください。

●と　き：�令和６年１月26日（金）午前10時～正午
●ところ：�日進市中央福祉センター ２階　視聴覚研修室
●�対　象：�日進市内在住で65歳以上のご自身で活動場所ま

で通える方

●持ち物：�筆記用具、印鑑、ボランティア保険代（250円～
800円）、介護保険被保険者証

●�申込方法：��日進市社会福祉協議会までお申込みください。
（電話・FAX・メール 可）�
※名前・住所・年齢・電話番号をお知らせください。 
※資料等の準備があります。必ずお申込みください。

●�申込締切：１月19日(金)
※次回は４月を予定しています。

にっしんおたっしゃボランティア登録＆研修会

10月25日（水）、ボランティア入門講座「定年後の過ごし方講座（そうだ、ボランティ
アをやってみよう！）」を開催し、愛知県社会福祉協議会ボランティアセンター運営委
員長の鈴木 盈宏（すずき みつひろ）氏に、ボランティア活動により得られる出会いや感動、
発見についてお話しいただきました。
参加した12名の受講者は、講師や現在活動しているボランティア団体と積極的にお
話をされており、講師からも「熱心な方が多くて感心しました」との声をいただきました。 

定年後の過ごし方講座を開催しました定年後の過ごし方講座を開催しました

●と　き：�令和６年１月25日（木）、２月１日（木）、�
２月14日（水）、２月21日（水）�
各日 午前10時～正午（受付：９時45分から）

●ところ：�日進市中央福祉センター 視聴覚研修室�
（日進市蟹甲町中島22番地）

●対　象：�日進市及び長久手市に在住、在勤、在学で、要約筆記に
興味があり、要約筆記ボランティアを検討されている方。

●定　員：�20名（定員を超過した場合は、抽選）

●参加費：500円
●持ち物：筆記用具（パソコンの持ち込みは不要です）
●講　師：知多地区字幕支援連絡会代表　北村 ひふ美 先生
●�申込方法：�①氏名②住所③電話番号④生年月日⑤メールア

ドレスを、お住まいのセンター（日進市障害者相
談支援センターor長久手市ボランティアセンター）
にご連絡ください。（窓口、電話、FAX、メール可）

●�申込締切：令和６年１月12日（金）午後５時
●�申込先＆問合せ先：�
	 日進市障害者相談支援センター 宮川・桂川�
	 TEL：0561-72-0853　FAX：0561-75-6615�
	 e-mail：syougaisoudan@nisshin-shakyo.or.jp

聞こえに関する支援ボランティア講座（パソコンを使った要約筆記）
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９月18日(月・祝)に日本介助犬協会から講師と介助犬
をお招きし開催しました。
講師の話を聞いたり体験を行ったりすることで、介助

犬の現状や仕事内容を知ることができました。親子でこ
うした話を聞く機会はなかなかないのではないでしょうか。
この講座を通して介助犬や福祉について興味を持って

もらえたらと思います。

日進市では、車いす・点字・手話・要約筆記・視覚障害ガイ
ドヘルプ・盲導犬・発達障害理解・認知症理解（認知症サポー
ター養成講座）・障害とICT・まちの守り人養成講座などから
複数選択して学びます。 各学校の様子を一部紹介します。

※西小学校R6.1.16　日進高校R6.3.18　開催予定

車いす
北小学校

13６/

障害とICT
相野山小学校

159/

発達障害理解
日進西中学校

3011/

手話
竹の山小学校

５10 /

手話
中部大学第一高校

１7/

要約筆記
日進東中学校

2911/

盲導犬
赤池小学校

29９/

ガイドヘルプ
香久山小学校

79/

要約筆記
南小学校

229/
まちの守人養成講座
東小学校

３10 /

認知症理解
日進中学校

７11/
障害とICT
日進北中学校

2211/

点字
梨の木小学校

129/

福 祉 実 践 教 室

親子で学べる介助犬講座

子育て家庭向け企画
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月 日 曜日 内　　　容
１ 13 土 肢体不自由のママ・パパのためのフリースペース「しゃべり場」

16 火 福祉実践教室（西小学校）
20 土 精神保健福祉ボランティア「すばる」フリースペース
25 木 要約筆記ボランティア養成講座（2/1(木)・14(水)・21(水)）
26 金 おたっしゃボランティア登録＆研修会

２ 10 土 災害ボランティアコーディネーター養成講座
17 土 精神保健福祉ボランティア「すばる」フリースペース
21 水 ボランティアセンター運営委員会
29 木 障害者虐待防止勉強会

３ １ 金 生活支援サポーター養成講座
９ 土 災害ボランティアセンター開設運営訓練

肢体不自由のママ・パパのためのフリースペース「しゃべり場」
14 木 理事会
16 土 精神保健福祉ボランティア「すばる」フリースペース
18 月 福祉実践教室（日進高校）
25 月 評議員会

社会福祉協議会　今後の予定� （令和６年１月～３月）

次の方々から善意のご寄付をいただきました。
市民の皆様に報告させていただくとともに、厚くお

礼申し上げます。� （順不同・敬称略）

まごころまごころ
ありがとうございましたありがとうございました

（令和５年９月11日～令和５年12月７日受付分）

福祉機器リサイクル福祉機器リサイクル

譲ります　　　  ⃝ 杖（1点杖、4点杖）　⃝ 歩行器

譲ってください　⃝ 車いす

福祉機器リサイクル情報（令和５年12月10日現在）

日本システム・クリエート株式会社 �  100,000円
愛知県理容生活衛生同業組合 豊明支部 �  タオル36枚
商工会岩崎支部振興会 �  60,000円
江口弘子 �  5,000円
社会福祉法人東海テレビ福祉文化事業団 �  94,350円
社団法人全国肢体不自由児･者父母の会連合会 
�  5,410円
日進市地区日赤奉仕団 �  20,850円
野方友愛クラブ �  14,850円

（匿名） �  5,000円 

訪問型サービスＡ（基準緩和型サービス）
生活支援サポーター養成講座11月に岩崎地区で「地域ケア会議」を開催しました。

「地域ケア会議」とは、個人の困り事を地域の困り事
としてとらえ、解決に向けて専門職だけではなく、地
域住民の方と共に柔軟なアイデアを出し合う会議で、
近年、国も推奨しています。今回、中部地域包括支援セ
ンターとしては初めて出張型で開催しました。
坂の多い地域で、足腰が弱ってきたかなと不安に感

じている地域住民の方や専門職が集まって話し合い、
「地域で体操ができる場ができたらいいね」「階段でで
きる筋力アップの方法を学びたいね」などの意見がで
ました。
　※�地域ケア会議は、テーマや地域などによって開催方法が

変わります。

この講座は、比較的軽度の要支援認定者および事業対象者への生活
支援（家事援助など）を行う「訪問型サービスＡ」の従事者を養成する講
座です。地域の高齢者を支える新たな担い手として活動してみませんか。
初回受講日より１年以内に所定の講義（①～⑥）全てを受講した方に

修了証を発行します。１日のみの受講では修了証の発行ができません
のでご注意ください。
●と　き：�令和６年３月１日（金）午前10時～午後４時
●ところ：�日進市中央福祉センター２階　集会室
●定　員：�先着20名　　●参加費：無料
●対　象：�市内の指定事業所にて就業する意思のある方・関心のある方
●�申込方法：�受講日１週間前までに、①住所②氏名③生年月日�

④電話番号を日進市社会福祉協議会へ（電話・FAX・メー
ル可）

●�講座内容は、ホームページをご覧ください。
※�全講義受講後に、別途現場研修および認知症サポーター養成講座を受講いた

だきます。
※詳しくは日進市社会福祉協議会までお問合せください。

総重量（㎏）

９月１日～11月30日
常設フードドライブ窓口※ 40.7

10月４・20日、11月２日
赤池小学校フードドライブ 53.6

10月26日
日進西中学校体育祭フードドライブ 66.9

11月19日
健康・福祉フェスティバルフードドライブ 6.9

※フードドライブは日進市民会館・生涯学習プラザ・
総合運動公園にて常時受け付けております。

ご寄付いただいた皆様、ありがとうございました。

フードドライブ寄贈いただきました
不要になった福祉用具を有効活用しませんか

車いす、歩行器、ベッドなど、使わない福祉用具を譲りたい方、福祉用
具を譲り受けたい方はご登録ください。

日進市中央福祉センター1階南側廊下掲示板｢譲ります｣｢譲ってください｣
コーナーに掲示し、また、直近の福祉だよりに掲載します。

譲受希望が出るまで保管はご家庭でお願いしております。
提供に関する交渉は、譲渡人、譲受人双方のお話し合いでお願いします。
※�ポータブルトイレ等、直接皮膚に触れて使用する福祉機器は新品に限ります。
お気軽にお問合せください。

令和５年度日進市社会福祉協議会
会員加入の追加報告

（令和５年９月８日～12月７日受付分）

市民の方１名にご加入いただきました。
厚くお礼申し上げます。

合計　　　4,038,091円／6,665件

中部地域包括支援センターからの報告
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